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1 緒　　　言翠二

母モ保健事業に？いては，古く1ま慈善救済飽色彩の濃

嚇髄ら人蝋騨強備代瞬識後の鷺羅法
制定批もに漸し嚇代備職≧な？撰、母子像
健礁業F』母子保健サトビスは時伶を反映したも，夢である

ことはレ｛うまで、もないが，・・奥に母と子の保健と福祉を考

解行なわれて藤もの即殉ま …勧っだど：と晦

利助の指摘するとおりであろう。 しかし，戦後の新しい

母子保健時代になってからば，その様相はかなり変化し

てきたことは凄実で診る2，。すなわち， 1947年厚生省に

購嘩局が設駆獅母子甦騨同時に酔れた・
そし噸童福舷凋定聯え継獅瀬醇軽触
われ燕．誉らに・聯年には喚癖例・児髄の醗

鰯猶堺鰹サr、ビスを母と 鴛一難のあ蘇健へ
1と腿はか為こ紫目的とし轡潜制定塾るこど

とな諮曾この法軽と・従来僻築に加え噺し邸
業を組み込んで現慈まで母子保健牽一ビスは運用1されて

ヤ・費麹醐子雑灘ある・：モφ法の成鵜周産

期 噺生肺よび細死亡率鱒随とする耽の鰍
で大巾φ減少1㌧ 乳幼児の体位のめざまし疑向上1レ なギ

どいらた数字に明確に示されたといえよう。ごの法の運

用，換害すれば母子保健サービズφ運営にあだづては，．

そ㊦主体瞳地方自潜体殖芽え多ごと比なって“るも．殊殖

母子保健は弛域の実情に応じて行なわれるべきなのでジ

1この1ごとは全く当然のことどいわなければならぬ5しか

む，・国の責任負担の軽減が目的のために地方自治体に主

体をおいているという意見もある1，♂国政のkベルで企

画される母子保健蛮業は地域によっては手に余るものも

あるこ とは事実である力斗母子保健サrビスが定瀞し

！温劉繋禦銀鑑磐嘉綴窪
母子保健サ苧ビ不を自信を持わて畢当しなけ れば1なら
ぬ。覧．

　さて，r母子保健サービスは，それを受ける側の態度も

非常姥軍要な条件となり・ 』こ4）態度如何が母子保健の発

展向主φ成否をきめるとと忙もなる乙・筆者らはその視点

、呼て・嫡児を掬囎の畦鱒導鵜関ず聴
鍬知識鐸弊調智そ曜果健つ不野保健サ［

　，ご蒸のあり方軟医療機関と態城母子保健活動の訪り方を

幣し澄ら群れを鰹指獣どρように反磯や
　かを検討すべ3 署本調査を計画し輿施した。

…皿1｛調査対象および方法ll

擦網蚕目的を厳擦機関とρ関係，舞健指導との関係に論

　いて母子保健ザービスのあり方をみることにあるので，

　医療機関の乳幼児保健捲遵を定期的に畳診して病る恕親

　を対象とレた。i康京都内の二つの医療機関，愛育病院保

鱗導部（黙愛育臥鯨騨｝児鰹郭（以下・
　確嘩群）、を受論してい1る奨輝奄ぐ餌6名が対象である。

　，「典らの母舞対し畿診時頃聯を齢廻髄

…勲当晒収馬旨』 』 』、r∵添い
』r騨卵郷衛生砥、貯畢麟咽する瀬r
ゆ叫そ鐸解麟融況を調べることがで鞭

　ものとした。　　　　　　　　　　 　 ［ ．一＿ 、、

’ξ孟調査結巣およぴ歳．、』il 糎飛じ
　　』』ill鯛の購 　　 ＿ご＿マ．．

．』』

　　 樹象の背景というべき母親の実態にう“蔭第工豪に奉’1

　卸団た。年齢は愛育群がやや商くゼ学歴も愛育群が商い。：

r愛醜は都内酵駆牲雄所地として嘩もの瀬』
　とんどであり， 一定の地域に限られたもoばかりで帖塗1

し町それに対して佼麟は・・’暢区お岬新弊隙 F
　住民がほぼ大半を占めている。、∵11嘱ゾ冷』＝一鷺

　　2．衛生行政について・　　　　　　誇『1で 3誹、｛弓、

　　衛生行政に関する質問内容は， 衛生行政を卑当する国
1』

　の役所ゼ母子保健に関する法規，一それぞれ㊦対象g俸所

堪蟹騨在地轡饗屡難餐
　そめ結果を第2表に示した。』摩生省を衛生行政主管機

　関そあることを知らぬものが全体で約40％あザ♪これほ』
、

佼麟に多かった海日のよう醇生省‘尋町難・黙ξ・

　スが報道されズいるにも拘らず衛生行政Φ縛死締脅知餐ll

　ぬもめがかなり多いことがわがるよ1母子保鰹法ど》肺欝．、

に覧
“
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第1表母の実態

年

齢

学

歴

職

業

20～24歳
25　～　29

30～34
35　～

不　　　　明

中、学　卒
高．校　卒
大　学　卒
不　　　　明

不

無

有

明

合 計

愛』 r育』病1』院
：’

14人

121．
591

以
28

、0

76』

141

29

172

132

246

5．7％

49．2

24．0　’

9．8・、

11．3・

3019

57． 3

11．8

69，9

13，0

17． 1

100，0

佼ト成 病 院
』『

21人
155

50

15

5

23

143

65

15

190

25

31

246

8．5％

63．1

20．3

6．1

2，0

9，3

58，2

26．4

・6．4

77，2

10，2

12．6

100．0

合 計

35人
276

109

39

33

23

219・
206

44

362

57

73

492

7．1％

56．1

22．2

7．9

6，7

4．7

44．5

41．9

8．9

73．G

11，6

14．8

100．0・

：第2表　衛生行政に関する態度

愛 育 病　院 佼成 病　院 合 計

厚　生　省、 知φている

ちない

　計

168人
8246

r68．3％

1．7

00．0

130人
16

46

52．8％

7．2

00．0

298人
94

92

60．6％

9．4

00．0

母子保健法 知っている■知らない

”計

　7

39

46

　2．8

7．2

00．0

　6

40

46

　2．4

7．6

00．0

13

79』

92r

　 　｝

．2r6．』

714、
00，ρ“

保健所の所在地

、知っている

知らな

203

3246

82．5

7．5

00．0

203

3246

82，5

17．5

00．0

406

6492

82．5、

保健所の利用

　　　
　　一　　　　　　　』

．あ． 　 り

な．　し
　計

159

7245

64．6

5．4

00．0

184

2246　．

74．8

25．2

00．0

3431

；49

92

．、

69甲7・

30．3　．

00．0

称を知6ているものは3％弱で， ．これは知らなくても保

健サービスを受けることに対しても格別の支障は生じな

いと思われる。

住所地を所帽する保健所の所在地を知らないものが両

群全・ぐ同数の約18％であった。 最も身近かな保健衛生に

関する機関煮．じて住民が気楽に利用できるので，ほとん

どの母親が醗ρ住所地の所蘇健所を知ってレ・る。し

かし‘ その保健所の利用状況についてみると，保健所を

利用していないものが全体で約30％あり，愛育群35％，

佼成群25％と 愛育群が多い（Pく0．05）。保健所を利用し

た理由は，予防接種が最も多く202件（愛育群m9件，佼成

群93件），ン 乳幼児の韓康診査162件（愛育群54件，佼成群

108件）と大半を占めているる』その他直接母子保健に関

係なく保健所を利用したものとして，犬の予防接種，免

許の更新，警虫駆除，水質検査などがあげられていた己

　これら衛生行政について， 母親の条件別にみて検討し

た結果が第3表，第4表および第5表である。年齢が高ず

るにつれて衛生行政に関する知識は豊嘉になり，保健所

の利用も多くなるゼ学歴が高くなるにつれて知識は多く

なるが，保健所の利用することに関心を示さな くなる。

また，職業を持っている母親は衛生行政に関して知識も

あり関心も高い。

定期的に保健指導を辱療機関において舜診レて恥る吟

のであっても保健所から健診の通知がく多と保健所幡行
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高野他薯母子保健睡関ずる母親の意識調査

悉第13裏1ト母の年齢と衛生行政に関する態度禽※カ（％）　　寮第6表⇔母子保健事梁の理解度誓

“　、、．．昇σ鱒、鰹〔 騨華
［、．凡詰〆』35～　

しΣ、（51 ｝r■r5

厚生省を知づて翫’

母子保健法を知ら
いる

r鑑鰍騨を』

健所を劉吊レた三、

r｛ノ『1

　 1尺

4，、

糞

「ヲ51．4『一6α11：← く

．礼〆　

こ219ゾ・

　　』7⑳1　　　　、r

∫一－　r』

　　・い169浩

も8．ま1

！一 』8

hこ㌘1
，鍵ヲ．ll79←

3

乙・16鋳♪

馬ヤ』「〆＼ヂ『2酢6・－

5∵

79－5r．　？　ワ

1
』♪「

、；

　　へ 1“■ 〈』F』嵩』 rド弓・”rド、』 －　
F』、

、第1嫁r、母Φ学軍煮衛隼行隊に園す礪摩ご 』．1』⊆紛

　　　　　　　　　　・翻糖：融卒陛駄
び、・v

厚生省を知っている　　一 βQ41≠ ，顕餓莞 ミ警73・睾

母子保健法を知って嚥る』 一’、∫←1』 ，幸i2』 7“ り3激
一保健所り所在地を知ヶて

豊｝るi…　　　＾「i

勲恥、
ピ182ボ6㌧

，す1

鰍5¶二、プ

マー

・舐5・で

ふ～レL　ヒ1

ε

、、第5表、母の職業と衛生行致に闘する態度』 1て％プ

職業有・ 識業無．

厚生雀を知っている 68．4 63．3、

　

7・q 1i9．
P～

鯉所の所脚を知徳漸 餌7’ 鯉酬
保健所を利用し為　　　．ヒ エ．7＄7： 72i，1

一 　、　、 ㌧　　

繍φがかなり繍こ と砺躯る謹掬紅斑制
が筋通知尉ごては」廊母緻よ藤も硬轟そ嵐

嚇・，諮舳畷麟健鱒素乳魏顛臨，
い重弊こ蜘吻鱒であφ渥酵瞬
騨の朧変層ことは・1曝してセ言騨を勤鰐り

．混乱をま鄭餓脇決展ない猷嘆・蓼鰺・しか
　し， 地域の特準をナ分比把握した医師や優眸舜にょう俸、

．騰難黙、して鰍なも解はな臆そ轍声舞機関

線漸勘翻を瞭する必騨魏・鎚ゆらて
｝ま相互の擢導内容匠ついての悔報を交換し4け匙ばなちa

　　　　　　　　　　　　　　　　
モ 　 ド　ド

蛭詫県ゴが囎，よう醗騨；穣函岬じ塔一
火の保健指導奉乗ゆら劃みJlうな体制を早く作ζり鳶レ）も

．φ鱗麩傍醗、詑穂受鴨側の立靴な禰・乎し
勤児鰹診『』保健指導に対ずう要望が弦ヤ沸亭が撰東⑤，の

報告にも 指摘され《お弊それに対阪亭・ろし偽と対策

を駈黛，1藁餓で齪某健粕談所を繭設じせ対人陳健サL倉

蛎禿蛾濤らぞぎそ幅・9三鯉瀬』幽あ蘇
r瞬麟の雛を蝋多趣鋸：串会1と錘癖
藻織る騎岳輪，鎖蓬齢離猷劾越る繍

“、’ 心〔　 1． 聯縦／徽観ド甜こ
　　　　　　　　・人』　％人 ’影’』 声人，％
優11曖醜勉・』891ll35♪979・32・・1・68』鍼：。

／生2そi（騰知？： 4・ll・6r1351・1鎚』 75一・5⑫

（相．凋1（・鮮2ン』ま（129．52．0）（114』46．3）（雛349』2）

一談3．難ぐ知ち蹴11露48～O』132 ＝・53」7249．「15σ・

新生児．訪藺把

　、』名称を紬r　　　

ている
…2． 内容も知ヶ
　　ている、児』）て鋤ぎ

鱒1

／ 79ンメ32ン1・

113g…56』5

12ぎ籔6）　　”～

■、

箆・i1二4
ill　r’　．

　70　28．5149、30．3

50　61∫0－289r 58．7

220891：5）（438 ＄9．0）

2似¢5」噸：す
　・よc ≧

乳
ゴ幼

　’

肪

澗

』・諸寵知紘8。，3215⑳痂1ゴ59
32よ3

　、ている　r
2』’内容も知ら「・てlf』レi1’－孔1』1’』：L’1』

’

　　　　　　、課、．禦．6職多麗解
　　く1 ＋勿成』（殿騨）q40．卵李（窪陣7・り

β， 、全ぐ知銭轟1』10翫4L5106…143」．208．．42，3

乳1』名寵簸
　　　ている、
児．2・内容も知繊

　　償宰霧

諺3．

70
28，5

．5串． 1

全ぐ知1らぬ1 二33＝．13』4

　　1・名秘恥
　　　ている、、
識飢内容も知ゲ
i児　　』ている｝

健・ （贈器
1診 3．r 全ぐ知ちぬ
［、乃

67

146

27．3　137　　27．8

　　　ンな　　もタ　
5鱒．289 58．8

（2真386，6）（42686．6）

磐 i311鰻解

薫騨噸・轡艶6
照4皇・6鼠95げ138弩解1匹鯉

1餓咳叫2PO8噌（40象即
機1多911461弘1贈・911き受・3

’K「

‘U

1．

2．

名称を知ぢ
』ている　一 ；こ

騰穂・
1（！・†無

全く知らぬ
（』【1 一鵜♪一軽1

〉

19よ5
49

132・ 74．0

（23093．5）

19．9　．97、、 19，7

『一 8L∫即3騨闘
　（23σ聯）（4う0鱗）

6。5　　16　　．6；5　　32 　　6』5

；母
1』 霧簸

繍2酒鶴畑
斜　（1ナ2＞
級　3．全く』知らぬ、　7　2．9

隅、1畢4』
、／lL

、9018卑』マ’

ヘニ　　　　　　し

⑫399乳・1）

”医11・

　’2．
擦．

名称を知？
ている
内容も知っ’

ている

1154617

57』こ23．、2　［95

♪，174179・7－蜜5』

蹴3・
ク6．2

（231旦3・9）（嬢晦5）、

．15しi611マ321㌧1＝6．5

、i－72
2鉱3

　　　、一、

105
42．7

　　＄6・．2

葱婁マ

・警響1
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給　　（1＋2）（18776．0）（194 78．9）（38177．4）

付3，全く知ら融5924．05221．111122．6

栄 1．名称を知っ
ている 80　32．5

養 2．内容も知っ
ている 47　19．1

援 （1＋2） （12751，6）

助 3．全く知らぬ 119　48．4

80　　32．5　16D　　32．5

46　18．7　93　18，9

（126、51．2）（25351．4）

120　48、8　239、 48．6

合　　計　　24610010246100，0492100．0

づくりをはたすことが望まれる．それでありながら愛育

群では保健所を利用していないものが多いのは，この一

貫性，統一性のある指導がとぎれることを嫌っだものが

多かったのではなかろうか。また，保健所の健診の満足

度についての報告として次のようなものがあ番。例え

ば，石川10レらは，母親の訴えを適確に把握し得ないこ

と，指導の際の方法が十分に住民に納得しセもらえなか

ったことによ・り不満が多くなることを報告 している。こ

のようなことが保健所利用を少なくする理由のつとなる

第了表 寧業についての知識源

ことは十分に考えられる。このようなことを少しでも防

ぐためには，住民の保健モードを†分に把握し，それを

母親の条件に合わせて密接になされなければならぬと考

える。保健所の利用に関しては，若い母親ほど利用の割

合が低く，学歴が高いほど利用していない。 高学歴の母

親ほど保健所の指導を不満として医療機関の指導を重窺

していることになり，これは野沢1ηの報告とも一致して

いる。保健所における健診や保健指導のあり方について

十分に反雀してみる必要のあることを示唆している結果

といえよう。若い母親φ保健所利用の低さは保健所に関

する認識の低さの現われとみなすことはできないであろ

うか9

3、母子保健事業について　．

優生・遺伝相談，新生児訪問指導，乳幼児訪問指導，

乳児健診，三歳児健康診査，フェニールケトン尿症検

査，母親学級，種々の医療給付制度，母子栄養援助など

の事業を≧りあげ，これらの事業についての理解度，r知

識源などについて調べた。

母子保健蛮業¢）理解度についての結果を第6表と第7

表に未した。

（％）

優生・遺伝相談
新生児訪間揖導
乳幼児訪問指導
乳児健康診査
三歳児健康診査
フェニールケトン尿症
母　 親　 学　　級

医療費給付制度
母子肇養援助

保健所

14．9

55．4
50． 0

45，1

46．1

28，1

27．3

22．7

26．2

医療機関

13，3

5，1

7。6

27．5

15．1

31．6

45．1

15．1

7．4

育児魯

33．5

5．1

6．8

3．7

6．5

11．9

6．0

11．9

12．7

報　道

10．1

2．1

3．0

2．5

1．3

0，8

0，8

13，9

7．9

母子健康

手　帳
　8．1

24．9

22．7

16，3

18．7

24，1

15．0

27、6

39．7

知 人

1．6

5．3

8．0

3．2．

9．4

1，2

3，6

3．7

1．7

他

1815

　2．1

　1．9

1．7

　2、6

　2．3

2．2

5．1

4，4

第8表 事業についての理解度（各条件別にみた知っているものの割合劣）

優生・遺 伝相談
新生児訪問指導
乳幼児 訪問指導
乳r

健康診査
三歳児健康診査
フェニールケトン尿症

母　親 ．学・級
医療費給付制度
母子栄養 援力

年 齢 学 歴　職　業
20～24 25～29

3工，4

91，4

65．7

97，1

74，3

88，6

100．0

65．7

42．9

30～34

45．3　　　50．5

83．1　　　95．4

53．0　　　61．5

81．8　　　　87．2

75．7　　　87，2

90．2　　 92．7

90胃2．　95，4

7510、 84．4

52，0　　　　61．5

35一 蔀騰夫卒有
64．1

74．4

51．3

76．9

82．1

84．6

89，7

79，5

59．0

39，1

78，3

52．2

73．9

73．9

82．6

78．3

69．6

56，3

43．2

88，3

54，5

87，4

81．5

94．1

96．4

79．3

55．4

55．3

90．8

63．1

88．3

83．0

95，1

97，2

77，2

55，3

50，9

87，7

56，1

84．2

80．7

89．5

94．7

84，2

52，6

無

50，3

90，6

59，9

go．1

84．3

95．9

96．7

79．6

53．0

保健所利用

有

5L6

90．4

57．4

89．2

85，4

95，6

96，2

8工．9

56．0

無

44．3

85．9

58．4

80．5

73．2

88．6

94．0

67，1

40．9
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高野他9』母子保健に関する母親の意識調査

　母親学級，フェニールケトソ尿症検査，1新生児訪問指

導などはよく知られているが，優生・遺伝相談，母子栄　，

養援助，乳幼児訪問指導は余り知られていない。知られ

ていう蛮業は1実際琴サービスを受けたものに多く，サ

ービスを受けていない事業は理解度が低いの腓当然のこ

とといえる。母子保健事業についての理解度の母の年齢

との関係は一定のものがなく，学歴との関係では一競に

高 くなるほど知っているものの割合が高くなる。これは

衛生行政について調べた場合と同じである。有職者とそ

うでない母親との関係をみると，無職の母親の方が知っ

ていると答えているものが多い。これはその衛生行政に

ついての場合と逆の傾向をみせており1職業を持ってい

るために保健所を利用することができず，憎報を得る；

とができないものもいると想傑される。このことは，次

の保健所利用との関係をみるとはっきりする6すなわ

ち，乳幼児訪問指導を除いた他の凄業は保健所を利用し

たことのある母親の方がよく知っていることからみても

いえることであるg特レ；医療給付についてはその傾向が

著明である（P＜0，005）◎一方，乳幼児訪問指導は保健

所未来所者とかfollowを必要とする乳幼児が対象とな

ることがよくあるので12，，むしろ保健所未来所者の方が

よく知っているとも考えられる。

　rこれらゐ母子保健礁業の知識源については第8表に示

したような結果である。

　最もよく知られてい為母親学級は医療機関が知識源と

なっている割合が最も多いことからみても，母親学級は

医療機関で受けているものが多いことになる。先レこも述

べたように妊娠中から一貫した指導がなされるという点

＝からみれば，その方が効果はあがることになろう。ま

た，フェニールケ．トソ尿症検査， 乳幼児健康診査および

三隣児健康診査についても医療機関で知ったξいってい

、るものが多いのも医療機関受診者を対象として調査した

以上当然の結果といえる。「般に母子健康手帳によって

惰報を得ているものが多い。その点からみて，母子健康、

1手帳は有効なものとなっていることがわかり， 新しい母

予鰹康手帳に蛮業のことをとり入れたこ弟は大変よいこ

とであった。また，育児轡においても，単に育児技術

　（いわゆるhow　to……）だけを紹介するのではなく・

保健サービス，福祉サービスのことも情報として与える

よう著者，出版者に要望したい。一般に医療機関従癖者

は公的保健サービスについて関心はうすく，このような

保健サービスに関する情報を母親に伝達することは余り

行なわれていない占保健所の利用の仕方を含めて保健サ

ービスについての指導を深めるよ う．に行政と医療機関と

の相互の協力体制を作るとともに，医療機関関係職員の

自覚を待ちたいものである。

W　ま　とrめ

　東京。愛育病院保健指導部および佼成病院小児保健部

にて定期的に乳幼児保健指導を受けている各々246名の

母親を対象に』衛生行政および母子保健事梁に関する知

識・意識調査を行なった。

　その結果，

1①　厚生省を国の衛生行政の総元締的機開であることを

　知らぬものが約40％あった。

②　衛生行政に関しては母親り年齢，学歴が高ずるにつ

　れて知識が豊富になる。

③住所地を所轄する保健所の所在地を知らぬものが18

　％あり，その保健所を利用したことのないもゆが，若

　い母親，高学歴の母親に多くみられた。

④母子保健事業は母親学級ポフ昌二一ルケ トン尿症検

　査，新生児訪問指導など自分が実際に受けたものにつ

　いてはよく知っている。

　事業についての知識源として保健所，医療機関，母子

健康手帳が多い。

　尚，綱査にあたっては佼成病院小児保健部佐野良五郎

博士の協力を得たことに諭意を表します。
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